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(54)【発明の名称】 タイル状フラットパネル液晶ディスプレイにおけるエッジ効果とセルギャップ差の補正

(57)【要約】
本発明はタイル状のフラット平面パネルディスプレイに
おいて生ずる液晶セルギャップ差又は他の光学的、電子
－光学的、周囲光における、電子的、機械的、材料上の
不規則性による変色及び明るさの変化補正のための方法
を特徴とする。これらの補正の目的は視覚上継ぎ目のな
い感じを達成すること。絶対的、相対的及び／又は滑ら
かな補正は入力ビデオデータ（７０）を入力フレームバ
ッファメモリ（７２）に一時的に記憶し、該入力フレー
ムバッファメモリ（７２）からのビデオデータ及び補正
データメモリ（７４）からの補正データを読み出し、ピ
クセルデータ処理装置のピクセル補正制御ユニット（８
４）の制御により実施される。さらに、ピクセル補正制
御ユニット（８４）はピクセルデータ処理ユニット（７
６）と合体させてもよい。また、補正されたピクセルデ
ータはディスプレイに送られる前に出力フレームバッフ
ァ（７８）に集められる。これらの補正を決定し、適用
する技術が記載されている。
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【特許請求の範囲】

    【請求項１】  視覚的に知覚できない継ぎ目を有するようにエッジ効果に対

する補償を有するタイル状フラットパネル液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）であって

、

  ａ）互いの間に継ぎ目を有する形で互いに隣接して配置されている第１と第２

のＬＣＤディスプレイタイルであって、前記タイルの各々は前記継ぎ目の付近の

エッジと、複数のピクセルが中に配置されている内側領域とを有し、前記ピクセ

ルの各々は、それぞれのピクセル励起信号によって励起される時に、透過光を変

更させるようになっている、第１と第２のＬＣＤディスプレイタイルと、

  ｂ）前記ピクセルからの前記変更された透過光の輝度と色度の偏差を予め決め

られた知覚的閾値よりも低減するように、前記エッジ効果に応答して前記ピクセ

ル励起信号を選択的に変更する手段、

とを含むタイル状フラットパネル液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）。

    【請求項２】  前記ピクセルはサブピクセルを含み、前記ピクセル励起信号

はサブピクセル励起信号を含み、前記サブピクセルの各々は、対応するサブピク

セル励起信号による励起を受けて、異なった予め決められた色度と輝度を有する

光を透過させるようになっており、前記ピクセル励起信号を選択的に変更する前

記手段は、前記サブピクセル励起信号を変更する手段を含む請求項１に記載のタ

イル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項３】  前記ピクセルの各々は原色サブピクセルを含む請求項２に記

載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項４】  前記原色サブピクセルは赤色サブピクセルと緑色サブピクセ

ルと青色サブピクセルとを含む請求項３に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ

。

    【請求項５】  前記サブピクセル励起信号を選択的に変更する前記手段は、

前記ディスプレイの予め決められた領域全体にわたる前記変更された透過光の輝

度と色度の偏差を、識別可能な閾値よりも低い値に低減させるようになっている

請求項２に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項６】  前記変更された透過光の輝度と色度の偏差は、急激な偏差と
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緩やかな偏差という少なくとも１つのグループから成る請求項５に記載のタイル

状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項７】  前記サブピクセル励起信号を選択的に変更する前記手段は個

々のサブピクセルに適用される請求項６に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ

。

    【請求項８】  前記サブピクセル励起信号を選択的に変更する前記手段は、

前記サブピクセルの予め決められたサブセットに適用される請求項６に記載のタ

イル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項９】  前記ピクセルの前記予め決められたサブセットは、実質的に

同一の光出力特性を有するピクセルを含む請求項８に記載のタイル状フラットパ

ネルＬＣＤ。

    【請求項１０】  前記光出力特性は実効Ｔ－Ｖ曲線で記述されている請求項

９に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項１１】  前記サブピクセル励起信号を選択的に変更する前記手段は

、前記ピクセルの予め決められたサブセットにおける輝度と色度の偏差を、予め

決められた識別可能な閾値よりも低い値に低減させるようになっている請求項８

に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項１２】  前記ピクセルの前記予め決められたサブセットは、前記タ

イルの間の前記継ぎ目の付近のエッジ領域内のピクセルを含む請求項１１に記載

のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項１３】  前記エッジ効果に応答して前記サブピクセル励起信号を選

択的に変更する前記手段は、急激な偏差を予め決められた識別可能な閾値よりも

低い穏やかな偏差に低減させるように、前記サブピクセル励起信号を平滑化する

手段を含む請求項６に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項１４】  前記継ぎ目の付近の輝度と色度において達成された変更は

、前記ＬＣＤに対する予め決められた位置においてかつ予め決められた周囲光条

件の下で目視者にとって前記継ぎ目を視覚的に知覚不可能にする請求項１３に記

載のタイル状フラットパネルＬＣＤ。

    【請求項１５】  タイル状フラットパネル液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）にお
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けるタイルエッジ効果によって引き起こされる輝度と色度の偏差を補正する方法

であって、

  ａ）互いの間に継ぎ目を有する形で互いに隣接して配置されている少なくとも

２つのＬＣＤタイルであって、前記タイルの各々は前記継ぎ目の付近にエッジと

、複数のピクセルが中に配置されている内側領域とを有し、前記ピクセルの各々

は、それぞれのピクセル励起信号によって励起される時に、透過光を変更させる

ようになっているＬＣＤタイルを提供する段階と、

  ｂ）前記ＬＣＤタイルの前記領域において類似の実効Ｔ－Ｖ曲線を各ピクセル

が有する、前記ＬＣＤタイル内の前記ピクセルの少なくとも１つの領域をマッピ

ングする段階と、

  ｃ）前記実効Ｔ－Ｖ曲線の１つを予め決められた基準実効Ｔ－Ｖ曲線に切換え

るために、前記マッピングされた領域に関する変換関数を求める段階と、

  ｄ）前記領域内の前記ピクセルが前記予め決められた基準実効Ｔ－Ｖ曲線を示

すように、前記ピクセル励起信号に前記変換関数の逆関数を適用する段階

とを含む方法。

    【請求項１６】  前記ピクセルはサブピクセルを含み、前記マッピング段階

（ａ）は、類似の実効Ｔ－Ｖ曲線を各サブピクセルが有する前記サブピクセルの

領域をマッピングすることを含み、前記ピクセル励起信号がサブピクセル励起信

号を含み、および、前記変換関数の逆関数を適用する段階（ｃ）は、さらに、前

記サブピクセル励起信号に前記変換関数の逆関数を適用することを含む請求項１

５に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する

方法。

    【請求項１７】  前記逆変換関数はルックアップテーブルを含む請求項１６

に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方

法。

    【請求項１８】  前記逆変換関数は区分化した補間を含む請求項１６に記載

のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項１９】  前記逆変換関数は、定数、勾配および高次の項の少なくと

も１つに基づいた数学的補間方法を使用して構成されている請求項１６に記載の
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タイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２０】  前記ルックアップテーブルは勾配データとオフセットデー

タのグループの少なくとも１つを含む請求項１７に記載のタイル状フラットパネ

ルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２１】  前記マッピング段階（ｂ）は等高線マップを作成すること

を含む請求項１８に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の

偏差を補正する方法。

    【請求項２２】  前記等高線マップは、実質的に同一な実効Ｔ－Ｖ曲線を各

サブピクセルが有するサブピクセル領域を表す請求項２１に記載のタイル状フラ

ットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２３】  前記マッピング段階（ｂ）は、

  ｉ）ＬＣＤタイル内の複数の位置でエッジ効果を測定する副次的段階と、

  ｉｉ）前記測定されたセルギャップの代表値に対する実効Ｔ－Ｖ曲線を求める

副次的段階、

とを含む請求項２２に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度

の偏差を補正する方法。

    【請求項２４】  前記変換関数を求める段階（ｃ）は、マッピングされた領

域におけるサブピクセルに関する変換関数を求めることを含む請求項２２に記載

のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２５】  前記変換関数を、前記サブピクセルの前記原色に応じて前

記サブピクセルに選択的に適用する請求項２４に記載のタイル状フラットパネル

ＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２６】  タイル状フラットパネル液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）のタ

イルエッジの付近における光収差を原因とする輝度と色度の偏差を補正する方法

であって、

  ａ）ＬＣＤタイルのエッジの付近の、関連した実効Ｔ－Ｖ曲線を有するサブピ

クセルに影響を与える光収差を識別する段階と、

  ｂ）前記実効Ｔ－Ｖ曲線の１つを予め決められた基準実効Ｔ－Ｖ曲線に切換え

るために、前記影響を受けたサブピクセルに関する変換関数を求める段階と、
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  ｃ）各ピクセルが実質的に前記基準実効Ｔ－Ｖ曲線を有するように、前記影響

を受けたサブピクセルに前記変換関数の逆関数を適用する段階、

とを含む方法。

    【請求項２７】  前記逆変換関数はルックアップテーブルを含む請求項２６

に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方

法。

    【請求項２８】  前記ルックアップテーブルは勾配データとオフセットデー

タのグループの少なくとも１つを含む請求項２７に記載のタイル状フラットパネ

ルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項２９】  前記段階はさらに（ｄ）等高線マップを作成する段階を含

む請求項２８に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差

を補正する方法。

    【請求項３０】  前記等高線マップは、実質的に同一な実効Ｔ－Ｖ曲線を各

サブピクセルが有するサブピクセル領域を表す請求項２９に記載のタイル状フラ

ットパネルＬＣＤにおける輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項３１】  前記等高線マッピングを作成する段階（ｄ）は、

  ｉ）前記ＬＣＤタイル内の複数の位置において光学収差によって生じさせられ

る色度と輝度の少なくとも一方の偏差を測定する副次的段階と、

  ｉｉ）前記複数の位置におけるサブピクセルの代表値に対する実効Ｔ－Ｖ曲線

を求める副次的段階、

とを含む請求項３０に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおける輝度と色度

の偏差を補正する方法。

    【請求項３２】  前記ピクセルは、予め決められた原色をそれぞれが透過す

るサブピクセルを含む請求項３０に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおけ

る輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項３３】  前記変換関数を求める段階（ｂ）は、前記サブピクセルの

前記原色に依存したマッピングされた領域におけるサブピクセルに関する変換関

数を求めることを含む請求項３２に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤにおけ

る輝度と色度の偏差を補正する方法。
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    【請求項３４】  前記変換関数を、前記サブピクセルの前記原色に応じて前

記サブピクセルに選択的に適用する請求項３３に記載のタイル状フラットパネル

液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）における輝度と色度の偏差を補正する方法。

    【請求項３５】  実質的に均一な輝度と色度を有しかつ視覚的に知覚不可能

な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬＣＤを作る方法であって、

  ａ）互いの間に継ぎ目を有する複数の個別ディスプレイタイルであって、前記

タイルの各々はピクセルのアレイを含み、前記ピクセルの各々はサブピクセルを

含み、かつ、前記サブピクセルの各々は、実効Ｔ－Ｖ曲線をそれぞれに有する液

晶セルを含む、複数の個別ディスプレイタイルを配置する段階と、

  ｂ）前記サブピクセルにサブピクセル励起信号を与えるドライバ手段であって

、前記ドライバ手段は複数のドライバチップを含み、前記の複数のドライバチッ

プが予め決められた前記サブピクセルのグループにそれぞれ作動的に接続されて

いる段階と、

  ｃ）前記サブピクセル各々とそれに関連した前記ドライバチップとの実効Ｔ－

Ｖ曲線を予め決められた仕方で変更する段階と、

  ｄ）前記個別ディスプレイタイルの内側領域に配置されているサブピクセルの

輝度と色度を予め決められたレベルに調整する段階と、

  ｅ）前記継ぎ目の付近のサブピクセルの輝度と色度を前記予め決められたグレ

ースケール励起レベルに調整する段階、

とを含む方法。

    【請求項３６】  前記変更段階（ｃ）は、重み付けされた応答を線形化する

操作と生成する操作からの少なくとも１つを含む請求項３５に記載のタイル状フ

ラットパネルＬＣＤディスプレイを作る方法。

    【請求項３７】  前記調整段階（ｅ）はブレンディングを含む請求項３５に

記載のタイル状フラットパネルＬＣＤディスプレイを作る方法。

    【請求項３８】  前記予め決められたレベルは、外部で選択された基準レベ

ルを含む請求項３５に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤを作る方法。

    【請求項３９】  前記予め決められたレベルは、前記複数の個別ディスプレ

イタイルの少なくとも１つのタイルの少なくとも１つの動作パラメータに依存し
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た相対レベルを含む請求項３５に記載のタイル状フラットパネルＬＣＤを作る方

法。

    【請求項４０】  前記予め決められたレベルは、前記複数の個別ディスプレ

イタイルの１つのタイルに各々が関連付けられている複数の予め決められたレベ

ルを含む請求項３７に記載の実質的に均一な輝度と色度を有しかつ視覚的に知覚

不可能な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬＣＤディスプレイを作る方法

。

    【請求項４１】  前記ブレンディング処理は、前記複数の個別ディスプレイ

タイルのどれか２つのタイルの間で予め決められた知覚的閾値よりも低い輝度偏

差と色度偏差を結果的にもたらす請求項４０に記載の実質的に均一な輝度と色度

を有しかつ視覚的に知覚不可能な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬＣＤ

ディスプレイを作る方法。

    【請求項４２】  前記ドライバチップはディジタル－アナログ変換器（ＤＡ

Ｃ）を含み、前記変更段階（ｃ）は、前記液晶セルに関連付けられている前記実

効Ｔ－Ｖ曲線が実質的に線形になるように前記液晶セルの応答曲線の逆応答関数

を提供するために、前記ドライバチップの非線形の応答曲線の予め決められた点

にＤＡＣ電圧値を設定することを含む請求項３５に記載の実質的に均一な輝度と

色度を有しかつ視覚的に知覚不可能な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬ

ＣＤディスプレイを作る方法。

    【請求項４３】  実質的に均一な輝度と色度を有しかつ視覚的に知覚不可能

な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬＣＤディスプレイを作る方法であっ

て、

  ａ）互いの間に継ぎ目を有する複数の個別ディスプレイタイルであって、前記

タイルの各々はピクセルのアレイを有し、かつ、前記ピクセルは、サブピクセル

励起信号の印加によって予め決められた原色を透過するためのサブピクセルを含

む、複数の個別ディスプレイタイルを配置する段階と、

  ｂ）前記個別ディスプレイタイルの内側領域に位置した前記サブピクセルの輝

度と色度を第１の予め決められたレベルに調整する段階と、

  ｃ）前記内側領域と前記継ぎ目の間の輝度と色度の差を予め決められた知覚的
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閾値よりも低く低減させるように、前記第１の予め決められたレベルと前記第２

の予め決められたレベルとをブレンドする段階

とを含む方法。

    【請求項４４】  さらに、

  ｄ）前記継ぎ目の交差部分の付近に位置した前記サブピクセルの輝度と色度を

調整する段階

を含む請求項４３に記載の実質的に均一な輝度と色度を有しかつ視覚的に知覚不

可能な継ぎ目を有するタイル状フラットパネルＬＣＤディスプレイを作る方法。

    【請求項４５】  さらに、

  ｅ）前記個別タイルの間の前記継ぎ目の付近に位置した前記サブピクセルの輝

度と色度を第２の予め決められたレベルに調整する段階

を含む請求項４４に記載の実質的に均一な輝度と色度を有するタイル状フラット

パネルＬＣＤディスプレイを作る方法。
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【発明の詳細な説明】

【０００１】

〔発明の分野〕

  本発明は、タイル状（ｔｉｌｅｄ）液晶（ＬＣ）フラットパネルディスプレイ

における輝度および色彩の偏差を補正することに関し、さらに特に、光学的な不

規則性、電気光学的な収差、電子駆動効果における偏差、周囲光における偏差、

ＬＣセルギャップの差、機械的な偏差、または、材料における偏差を原因とする

、タイルエッジ付近でのこうした変化を補正するための補償手段に関する。

【０００２】

〔発明の背景〕

  公知の液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）技術によって作られるフラットパネルディ

スプレイは、サイズに制限があると共に、製造コストが高い。原理的には、安価

でかつより大きいサイズのディスプレイを、より小さなサイズのディスプレイ「

タイル」を組み合わせることによって作ることが可能であるが、しかし、この結

果得られるより大きなサイズのディスプレイはタイル相互間の継ぎ目が明らかに

見えることが一般的である。不規則性がパターン状に並べられている限り人間の

眼はこうした微細な不規則性を感知することが可能なので、こうした組合せによ

って形成された大きなディスプレイが連続した一体ユニットに見えるように、タ

イル間の継ぎ目を隠すことは非常に難しい。

【０００３】

  タイル状ディスプレイを作る方法の１つが、互いに隣接するタイルの間の継ぎ

目に沿って接着性シール材を使用して、共通の中心線において４つのタイルを互

いに連結することである。これらのタイルは平面状に組み合わされる。このタイ

プの構造は、本明細書に引例として組み入れてある標題「タイル状フラットパネ

ルディスプレイの組立とシーリング（Ｃｏｎｓｔｒｕｃｔｉｏｎ  ａｎｄ  Ｓｅ

ａｌｉｎｇ  ｏｆ  Ｔｉｌｅｄ，Ｆｌａｔ－Ｐａｎｅｌ  Ｄｉｓｐｌａｙｓ）」

の同時係属中の米国特許出願番号０８／６５２，０３２号（１９９６年５月２１

日付出願）に示されている。この組立方法は、共通の基準プレート、すなわち、

一般にはカバープレートまたはバックプレートの整合マークに一致させる形で、



(11) 特表２００３－５０９７２２

各タイル上に配された適切な位置合わせマークに配置することによって、ＬＣＤ

タイルを平面状に組み合わせることにある。こうした位置合わせには、特定の重

ね合わせ許容誤差が必要とされる。光学用接着剤を使用してタイルをカバープレ

ートおよびバックプレートに貼り付ける。組合せの前に、互いに隣接するタイル

エッジを、最終的な組合せ状態ではタイルエッジが継ぎ目のない外観を呈するよ

うに仕上げておく。さらに、カバープレートおよび／またはバックプレートは、

継ぎ目を「隠す」ために使用される不透明マスクを含んでもよい。このバックマ

スクは光平行化手段として機能することも可能である。

【０００４】

  液晶ディスプレイタイルを、１つの例外を除いて、モノリシックＬＣＤと同じ

仕方で作ってもよい。すなわち、継ぎ目を横切るピクセルピッチがタイル上のピ

クセルピッチとほぼ同じであるように、タイル間の継ぎ目における内側タイルエ

ッジが、一般的に内側シールエッジから１つのピクセルピッチ分の範囲内にほぼ

位置したピクセルを持たなければならない。さらに、タイルエッジは、ピクセル

開口に対するシール材料の位置を調整しかつセルギャップを均一に保つことに役

立つ設計特徴を有することが一般的である。こうした論点が、同時係属中の特許

出願番号０８／９４９，３５７号（１９９７年１０月１４日付出願）と同出願番

号０９／３６８，９２１号（１９９９年８月６日付出願）に説明されている。

【０００５】

  モノリシックＬＣＤでは、ＬＣタイルを構成する２枚のガラス板が小さな透明

ボールによって互いに間隔を空けられており、一方、シール接着剤の厚さが、一

般的に、そのシール接着剤中に埋め込まれるスペーサボールまたはスペーサ円柱

によって決まる。したがって、タイルエッジの付近におけるＬＣ層の厚さには本

来的に幾らかの差が存在することになる。ＬＣセルギャップにおけるこの差が、

タイル状フラットパネルＬＣディスプレイの継ぎ目付近でのピクセルの目立った

変色の原因となる。モノリシックＬＣＤではピクセルがピクセルアレイの完全に

外側に位置したシールの直ぐ近くに配置されることがないので、こうしたアーテ

ィファクト（Ａｒｔｉｆａｃｔ）はモノリシックＬＣＤ上では目に付かないこと

が普通である。
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【０００６】

  カラーＬＣＤにおける一つのピクセルは、通常は、一般に赤と緑と青（ＲＧＢ

）の各原色のためのサブピクセルを含むアパーチャ開口から形成されている。Ｌ

Ｃセルギャップ厚さに差がある時には、ＬＣセルを通過する光が被る光学的遅延

の量に空間的な差があるので、光の様々な波長が互いに異なる視覚効果を生じさ

せる。この現象は、継ぎ目のない外観を呈することが必要とされるタイル状フラ

ットパネル液晶ディスプレイの製造において生じる問題を悪化させる。

【０００７】

  現在製造されている液晶ディスプレイモジュールのほとんどは、ディジタル的

に制御される装置である。光の透過率と駆動電圧の間の関係（Ｔ－Ｖ曲線）すな

わち「ガンマカーブ（ｇａｍｍａ  ｃｕｒｖｅ）」  が、入力におけるディジタ

ル信号値を、液晶セルの両端間の電圧に関係付け、したがってディスプレイ上の

各サブピクセルの輝度に関係付ける。特に明記しない限り、本明細書では、Ｔ－

Ｖ曲線は、結果として得られる輝度に対する電子駆動信号からの全ディスプレイ

システム応答を含む実効的関係であると見なされる。例えばＮＴＳＣ方式のＲＧ

Ｂシステムのような幾つかのカラー方式では、線形の実効的関係が望ましい。他

のカラー方式では、例えば目視者の精神生理学的な期待に合致するように、より

一般的な重み付け応答曲線が好ましい。色彩は、サブピクセルアパーチャの頂部

上でカラーフィルタ層を重ねることによって生じる。一般的には、加法混色によ

って所望の全色彩領域内の全ての色相を生じさせる原色を発生させるために、３

つの別々のカラーフィルタを使用する。タイル状液晶ディスプレイでは、継ぎ目

付近の小さなセルギャップの差またはタイル間が、実効的Ｔ－Ｖ曲線における変

化を生じさせる。したがって、タイル状液晶ディスプレイは、実際の継ぎ目を幾

何学的に隠蔽しようとするあらゆる努力にも係わらず、好ましくない「タイル状

の」外観を呈することになる。継ぎ目またはタイル境界の付近のピクセル区域の

実効Ｔ－Ｖ曲線は、タイルの内側のピクセルの実効Ｔ－Ｖ曲線とは異なるので、

こうしたピクセル区域は不可避的に肉眼に目に付くようになる。

【０００８】

  さらに、マトリックスでアドレス指定されるタイル状ディスプレイにおける内
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側継ぎ目の付近のピクセルの行と列は、その継ぎ目から離れている内側ピクセル

に比較して幾分か異なった電気光学的応答を示す。例えば、４つのタイルを有す

るディスプレイでは、これらのピクセルは、タイル状ディスプレイの中央部を通

る継ぎ目の周囲に、視覚的な邪魔になる垂直および／または水平の帯を形成する

。特に、こうしたタイル状ディスプレイは白黒領域内では継ぎ目なしに見えるが

、白と黒の間のグレースケール領域内では極めて目に付く継ぎ目を有することが

普通である。一般的に各原色毎に２５６のグレースケールがあるので、特に、継

ぎ目から生じる規則的なパターンを発見する人間の肉眼の能力と組み合わされる

場合には、継ぎ目が目に見える機会が極めて多い。

【０００９】

  タイル状ディスプレイにおける色彩の偏差を引き起こす別の仕組みは、光学的

スタック内の物体の重ね合せ不良を原因とする。各タイル上のカラーフィルタ層

が、薄膜トランジスタ層に対して不整合となることがある。さらに、カバープレ

ートおよびバックプレート上の外側マスクが、光学スタック内の位置合わせマー

クに対して重ね合せ不良になることがある。さらに、カラーフィルタ層と薄膜層

とに対する各タイルの横方向および高さ方向の位置決めが、位置合わせ上の許容

誤差を含む。したがって、各タイルのエッジは、タイル状ＬＣディスプレイの光

学的スタックを通過する部分的に平行化された光ビームに対して、互いにわずか

に異なった応答を示すことになる。

【００１０】

  さらに、内側継ぎ目付近のピクセルにおけるＬＣ領域は、異なった電気光学的

特性を有することが知られている。これは、例えば、シール接着剤からＬＣ材料

の中に滲出する溶剤に起因することがある。さらに、隣接するピクセルが存在し

ないことと、したがって隣接ピクセルから生じる縁取り電界が存在しないことと

が、エッジピクセルにおいて電気光学的特性上の互いに異なった特徴が生じる原

因となる。

【００１１】

  各タイル間の継ぎ目領域は、一般に、継ぎ目から離れているピクセル上には存

在しない余分な異常迷光を生じさせる。異常迷光は、バックライトまたは周囲光
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により生じる可能性があり、または、ディスプレイの光学的スタック内で発生さ

せられる可能性もある。これらの効果は、不連続なタイル状ＬＣＤ構造、または

、タイル状ディスプレイの製造または組立における欠陥から生じる。例えば、タ

イルエッジの不規則的な表面仕上げまたは表面下の微細な亀裂を原因として鏡面

反射と拡散反射とが生じることがある。接着剤中の気泡、材料の欠陥、または、

タイルガラスエッジの欠損も、タイルエッジ付近のピクセルから余分な光が生じ

る原因となる可能性がある。タイルまたはアセンブリのひびも、継ぎ目領域付近

のピクセルを通過する光の多少の偏光解消を引き起こし、したがって、こうした

エッジピクセルが異常に明るく見える一因となり、さらには、タイルエッジにお

ける別の光学的な不規則性の一因ともなる傾向がある。アパーチャ、カラーフィ

ルタ層、または、薄膜層の不整合の差異が、継ぎ目における迷光の様々な発生源

を生じさせる。ガラス表面に対して平行な横方向（Ｘ、Ｙ方向）または接着剤層

によって決められる垂直方向における重ね合せ不良が、さらに別の迷光の発生源

を生じさせる。ディスプレイが低輝度の（すなわち、黒のレベルに近い）画像を

表示しかつディスプレイに当たる周囲光が非常に強い時には、周囲光を原因とす

る継ぎ目における異常光が極めて顕著である。

【００１２】

  さらに、継ぎ目と同様の「人工的」境界線が、ＬＣディスプレイを駆動するた

めに使用される電子回路によって発生させられる可能性がある。こうした人工的

境界線は、「デュアルスキャン（ｄｕａｌ  ｓｃａｎ）」ノートブック形パーソ

ナルコンピュータディスプレイにおいて見られることがある一般的な光学的なア

ーティファクトである。例えば、４つのタイルから構成される２ｘ２タイルアレ

イの場合に、タイルエッジにおいて光学的なアーティファクトを示すことがある

境界線が、「クワッドスキャン（ｑｕａｄ  ｓｃａｎ）」制御電子回路とＬＣパ

ネル駆動回路とによって生じる可能性がある。こうしたクワッドスキャン駆動回

路では、ディスプレイの各四半分の横列（ゲート）ラインと縦列（データ）ライ

ンとが、順次走査を使用して個別に駆動される。こうした電子回路の電圧、タイ

ミング、または、他の要素が正確に整合しない時には、人工的な電子「継ぎ目」

が生じさせられる可能性がある。もちろん、こうした電子「継ぎ目」は、「物理
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的」継ぎ目を持たないモノリシックＬＣＤ上でも発生する可能性がある。

【００１３】

  タイル状電子カラーディスプレイ上の画像に対して行われるあらゆる補正は、

人間の視覚系の輝度差および色差の識別閾値に基づいている。異なった識別閾値

の基準が、輝度および色度の急激な変化と漸進的な変化とに適用される。こうし

た識別閾値は、現時点では米国特許第５，６６１，５３１号として発行されてい

る１９９７年８月２６日付で出願された米国特許出願番号０８／５９３，７５９

と、本出願人の同時係属中の米国特許出願番号０８／６４９，２４０（１９９６

年５月１４日付出願）と同０８／７８０，９１１（１９９７年１月９日付出願）

と同０９／１７３，４６８（１９９９年６月３０日付出願）とに説明されており

、これら全ての内容は本明細書に引例として組み入れてある。

【００１４】

  本発明は、垂直方向または水平方向における、タイル間の継ぎ目におけるタイ

ルエッジ付近の、不要な光学的収差、電気光学的収差、周囲光における収差、お

よび、電子的な不規則性を補正する補償手段を提供する。補正手段は、ディスプ

レイのタイルの輝度と色度が継ぎ目全体にわたって実質的に均一に見えるように

適用される。

【００１５】

  本発明の目的は、ＬＣセルギャップにおける差の影響を補正する補償手段を提

供することである。タイルエッジにおけるセルギャップがタイルの内側のセルギ

ャップと一致することは希であり、このために目立つ継ぎ目を生じさせることに

なる。補正手段を、ディスプレイの輝度と色度が継ぎ目を挟んで視覚的に連続し

て見えるように適用する。

【００１６】

  本発明の別の目的は、タイル状ＬＣディスプレイにおけるセルギャップの差を

原因とする不規則性を含む、タイル状ＬＣディスプレイにおける他のあらゆる光

学的な不規則性、電気光学的な不規則性、機械的な不規則性、または、構造関連

の不規則性によって引き起こされる効果を補正して、継ぎ目が目に見えないよう

にする補償手段を提供することである。継ぎ目における色度と輝度の偏差を、残
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留偏差が視覚的にはほぼ均一になるように多数のピクセル全体において補正また

は、平滑化する。こうして輝度と色度の偏差が抑制され、継ぎ目は目に見えなく

なる。

【００１７】

  本発明のさらに別の目的は、タイル状ディスプレイまたはモノリシックディス

プレイで生じる、電子走査の分割と制御回路の分割と駆動回路の分割に起因する

人工の境界線（継ぎ目）によって生じさせられる光学的収差を補正することであ

る。

  本発明のさらに別の目的は、ディスプレイが均一な光強度または輝度を有して

見えるようにタイルの内側全体のピクセル全ての輝度を電子的に補正することで

ある。こうした補正は各ディスプレイアセンブリ毎に行われ、ディスプレイ毎に

特異的である。

〔発明の概要〕

  本発明によって、タイル状フラットパネルディスプレイのタイルエッジにおけ

る視覚的な不均一性を、継ぎ目のない外観を生じさせるように補正する補償手段

が提供される。こうしたディスプレイは、光学用接着剤を使用して連続した偏光

子の間を接着した複数のタイルから構成される。このディスプレイは、アパーチ

ャマスクを含むカバープレートと、スクリーンと、別のアパーチャマスクを含む

バックプレートとを有してもよい。タイルエッジの不均一性は、ＬＣセルギャッ

プの差と、継ぎ目に関連した他の光学的な不規則性、電気光学的な不規則性、周

囲光における不規則性、電子的な不規則性、機械的な不規則性、および、材料に

おける不規則性とを原因とする不均一性を含む。これらの不規則性に関する知識

が、各タイルのエッジの付近における輝度と色彩の不均衡を補正するためのアル

ゴリズムを開発するために使用される。こうしたアルゴリズムは、継ぎ目の直ぐ

近くのサブピクセルとタイル内側領域内に位置したサブピクセルとに対する駆動

信号を変化させる。補正データメモリから事前に取得したデータと組み合わされ

る電子ビデオ処理が、タイル状フラットパネルＬＣディスプレイのタイル継ぎ目

の直ぐ近くのピクセルとタイル内側領域内に位置したピクセルとに関する補正ア

ルゴリズムを実現するために使用される。この結果として行われる絶対的な補正
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、相対的な補正、または、平滑化補正は、タイル毎に特異的であり、おそらくは

各エッジピクセル毎にも特異的である。

【００１８】

  本発明の完全な理解が、次の添付図面を参照して下記の本発明の詳細な説明を

検討することによって得られるだろう。

  説明の理解を容易にしかつ説明を簡潔にするために、同じ要素と構成部品が、

全ての図において同じ名称と番号を有する。

〔好ましい実施例の説明〕

  一般的に述べると、本発明は、タイル状フラットパネルＬＣディスプレイにお

けるセルギャップの差を原因とすることを含みタイル間の継ぎ目の付近の光学的

な不規則性と電気光学的な不規則性と電子的な不規則性と機械的な不規則性と材

料上の不規則性とを補償すなわち補正する電子制御手段および方法を特徴とする

。さらに、本発明は、タイル状フラットパネルＬＣディスプレイにおいて、互い

に隣接したタイルの間の継ぎ目の付近で観察されることが一般的である変色を補

正するための手段および方法を特徴とする。さらに、本発明は、タイル状フラッ

トパネルＬＣディスプレイにおけるタイル間の継ぎ目を原因とする輝度の偏差を

補正するための手段および方法を提供する。ピクセルの絶対的または相対的輝度

を整合させることによって、または、空間的な輝度の差異を平滑化することによ

って、補正を行う。

【００１９】

  さて、図１ａを参照すると、この図にはカラーＬＣディスプレイ１０の平面図

が示してある。ディスプレイ１０は、ＬＣセル１２（図２）を各々が有し、継ぎ

目１１０によって互いに隔てられている複数のタイル１１と、２つの通常の外部

偏光子（図示していない）とから成る。単なる一例として、４つのタイルで構成

されているタイルアレイが示してある。他のタイル配列構成も同様に本発明の範

囲に含まれる。パターン形成されたカラーフィルタ層１６が、３原色を発生させ

るためにピクセル窓２０の作用領域１８内に配置され位置合わせされている。こ

れらのカラーサブピクセル２２はそれぞれ別個に作動させられる。通常はカラー

フィルタ１６は赤、緑、青（すなわち，ＲＧＢ）であるように選択される。さら
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に、図１ｂは、ディスプレイ１０で使用されるタイル１１の平面図を示す。液晶

のシールはタイルの外側エッジ２４１に沿っては広幅（太い線）であり、かつ、

内側エッジ２４２に沿っては狭幅（細い線）である。タイルの内側エッジ２４２

は互いに隣接して配置され、図１ａに示す通りの継ぎ目１１０を形成する。

【００２０】

  図２は、組合せタイル状ディスプレイ１０（図１）で使用されるＬＣタイル１

１の一部分の断面図である。重要な詳細部分を全て図示するために垂直寸法と水

平寸法を別々の縮尺で描いてある。この図は、ＬＣセル１２の組立に通常使用さ

れるシール２６とシール２６内のスペーサボール２８とを示す。ＬＣセル１２を

形成する２つのガラスプレート３０、３２が、正確なセルギャップ３３を維持し

、または、画像表示区域内に位置したスペーサボール２８ａのサイズによって決

定された２つのプレート３０、３２の内側表面の間の隙間を維持するように、圧

力をかけてそれぞれの外周で互いに接合されている。内側シールエッジ３４の付

近のセルギャップ３３は、シール接着剤３６内に分散したスペーサボールまたは

スペーサ棒３５と、タイル接着プロセスで使用される圧力パラメータと温度パラ

メータと時間パラメータとによって決定される。一般的に、外側シールエッジに

おいても同様のセルギャップの差が生じるが、こうした外側シールの直ぐ近くに

はピクセルが配置されていないので、このセルギャップの差は視覚上の障害とな

るアーティファクトを一般的には発生させない。ピクセルアレイの外側のタイル

の構造と形状はセルギャップに大きな影響を与え、したがってセルギャップの差

も生じさせる可能性がある。使用可能な設計の事例が、同時係属中の米国特許出

願番号０９／３８６，９２１（１９９９年８月６日付出願）に説明されている。

【００２１】

  セルギャップを最適化しようとする努力にも係わらず、構造および処理加工上

の変量のために、各タイル１１内において内側シールエッジ３４の付近にセルギ

ャップ３３の差が不可避的に存在する。このセルギャップの差は各タイル１１内

部では抑制されており均等な状態であるが、タイル毎には不連続である。さらに

、タイル状ディスプレイの組立プロセス、特に光学用接着剤によるタイルのカバ

ープレートとバックプレートへの取り付けは、同様にセルギャップ３３の差の原
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因となることがある。

【００２２】

  一般的に、外側シールエッジにおいても同様のセルギャップ差が生じるが、こ

うした外側シールエッジの直ぐ近くにはピクセルが配置されていないので、この

セルギャップの差は視覚上の障害となるアーティファクトを発生させない。公称

セルギャップを１つまたは複数の設計仕様によって管理することが可能であるこ

とは、当業者には明らかだろう。

【００２３】

  図３は、組み立てられたタイル状ディスプレイ１０のセルギャップ差の典型的

なトポグラフ図（地形図）を示す。この例では、各々の等高線３８が、公称セル

ギャップ、すなわち、最新のＡＭＬＣＤの場合には典型的には約５μｍ、から約

０．２５μｍのセルギャップ差を示す。島形成と比較的均一なエッジ効果とが典

型的である。セルギャップの差は、内側シールの幅が狭いので、一般に内側シー

ルにおいて最大である。

【００２４】

  図４は、タイル状ＬＣアセンブリで使用される通常のタイルの場合の、機械設

計技術の専門家にとって公知である機械力学上の板曲げ理論から計算される、狭

幅のシール３４（図２）からタイルの中央部に向かってのセルギャップ３３の差

のグラフを示している。水平軸上の長さ目盛りは、一般的にはおおよそ１ミリメ

ートル以下であるピクセルピッチ単位で目盛られている。内側エッジ３４の付近

の効果がタイル１１の内側までかなり深く入り込んでいるということに留意する

必要がある。セルギャップ３３の差を原因とする輝度の変化が、サブピクセルの

実効透過率－電圧（Ｔ－Ｖ）曲線に大きな影響を与える。内側シール３４付近の

縮小したセルギャップ３３におけるＬＣは、公称セルギャップを有するピクセル

よりも、中間範囲の輝度（黒と白の間のグレイスケール）に相当する駆動電圧信

号の場合の電圧変化に対して応答性が高い。

【００２５】

  図５は、内側シール３４からタイル１１の内側に向かっての、ＬＣタイル１１

中を通過する光透過率の差（相対輝度）に関する、実験によって測定された最悪
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の場合のデータを示す。長さ目盛りはピクセルピッチ単位である。光透過率は、

図３と図４に示すセルギャップ３３の差の結果として、内側シールの付近では変

化している。

【００２６】

  図６は、セルギャップ３３を関数とした赤色光４０と緑色光４２と青色光４４

の場合における、予測上の相対的な光透過率を示す。この光透過率は、公称の事

例（この例では５μｍのセルギャップ）に対して正規化してある。セルギャップ

と光の波長の両方がＬＣＤセルを通過する光の遅延に影響を与えるので、セルギ

ャップ３３の変化に応じてカラーバランスが空間的に変化する。シール３４の付

近のセルギャップがタイル１１の内側のセルギャップよりも小さい場合には、継

ぎ目領域３４が、図６に明示されているように青みをおびた光を放出する（強調

された青）。同様に、シール３４付近のセルギャップ３３がより大きい場合には

、継ぎ目領域３４は茶色がかった光を放出する（強調された赤と緑）。

【００２７】

  セルギャップがその公称値（この例では５μｍ）ではない場合には、光がこの

セルギャップを通過する時に白色光のスペクトルが変化させられる。ディスプレ

イ１０から放出される光の所望のスペクトルは、３原色がディスプレイの白色点

（すなわち、ＲＧＢカラーシステムにおける互いに等しい駆動信号値）に対して

バランスが取れているスペクトルである。したがって、理想的には、セルギャッ

プは、タイル上の全てのピクセル位置においてその公称値（この例では５μｍ）

に正確に設定されていなければならない。しかし、実際には、適正なスペクトル

出力を発生させるために、セルギャップが可能な限り均一であることが望ましい

。本発明の開示内容なしでは、これを実現することは極めて困難である。

【００２８】

  次に図７を参照すると、この図には、それぞれに６１２ｎｍ、５４２ｎｍ、４

８７ｎｍの波長を有する赤色光４０、緑色光４２、青色光４２の場合の、ＬＣＤ

セルのサブピクセルの典型的なシミュレートされた正規化輝度をセルギャップ３

３の光学的長さの関数としてプロットしてある。この光学的長さは、セルギャッ

プと光の波長との比率によって求められた。
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【００２９】

  したがって、ピクセルの外観を特に継ぎ目においてより均一にするように、ピ

クセルの駆動信号を変化させることによって、互いにわずかに異なったＴ－Ｖ曲

線と、継ぎ目付近の他の小さな光学的な不規則性、電気光学的な不規則性、周囲

光における不規則性、電子的な不規則性、機械的な不規則性および材料上の不規

則性とを有するピクセルとを補正することが望ましい。こうした補正を、公称設

計で設定された絶対的な輝度値と色度値に整合させることによって、または、デ

ィスプレイ上の（好ましくは各タイルの内側に位置した）１つまたは複数の基準

領域の相対的な輝度値と色度値を整合させることによって、行うことが可能であ

る。この結果として、継ぎ目付近のサブピクセルの絶対または相対輝度レベルが

、タイルの内側のピクセルの公称設計または基準領域仕様の視覚的識別閾値の範

囲内にあることになる。したがって、本発明では、各ピクセルに対する入力デー

タが補正手順により新たなデータに置き換えられる。この新たなデータは、従来

通りの仕方で液晶ディスプレイに電子的に接続されている市販の縦列（データ）

ドライバチップに送られることになる。あらゆる補正データは、入力データの領

域または入力コード値域に変換関数の逆関数を適用することによって、前もって

計算される。補正データは、ディスプレイの各ピクセルまたはピクセルの各グル

ープ毎に異なっていてもよく、したがって、各ピクセルの特性の相違に対応する

。ルックアップテーブルがこうした補正アルゴリズムの実現可能な１つの実現方

法である。残念なことに、こうした補正方式は、現在の最先端の電子回路を使用

しても多数のピクセルに対して経済的に実現することが困難であり、複雑な設計

をもたらすことになる。したがって、記憶しアクセスしなければならないデータ

の量と、表示動作中にビデオ信号補正のために行わなければならない計算の量と

を著しく低減させる仕方で、サブピクセルの実効Ｔ－Ｖ曲線における偏差を記述

することが必要である。

【００３０】

  公称設計の代表値か、または、上述の理由からそれとは異なっているＡＭＬＣ

Ｄの場合の実効透過率－電圧（Ｔ－Ｖ）曲線すなわちガンマカーブが、連続関数

であることが公知である。したがって、基準からはずれた実効Ｔ－Ｖ曲線と公称
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実効Ｔ－Ｖ曲線の間の差異は連続関数であるだけでなく、一般的に、データドラ

イバの最下位ビットのスケールにおいてかなり平滑な関数である。図８に示され

ている、わずかな量だけ互いにずれてはいるがその他の点では同一の形状である

２つの実効Ｔ－Ｖ曲線４８の間の差異は、これらの実効Ｔ－Ｖ曲線における差異

の平滑性を示す。このずれは、各サブピクセルに関して白黒状態では一定に保つ

が白と黒の中間のグレースケールレベルに対しては著しく影響する実効Ｔ－Ｖ曲

線の典型的なずれをシミュレートしている。原色全てに関する正規化された線形

化輝度差を図９にさらに示し、この図では、赤色サブピクセル５０と緑色サブピ

クセル５２と青色サブピクセル５４とに対する８ビットの公称入力信号が個々の

ピクセルの各原色に関する出力輝度値を生じさせる。このグラフでは、これらの

輝度値は、各グレースケールレベルと各サブピクセルにおいて、点線の対角線５

６で示されている公称応答から相違している。さらに、図９の例では、公称Ｔ－

Ｖ曲線に対する実効Ｔ－Ｖ曲線のずれが白黒領域の場合に消滅すると仮定してお

り、この仮定は、一般的にＬＣセルの基本動作メカニズムから妥当とみなすこと

ができる。これは本発明の制限ではなく、むしろこの例だけの特性であるにすぎ

ない。したがって、実効Ｔ－Ｖ曲線、または、２つの実効Ｔ－Ｖ曲線の間の差異

は、関数の領域（または、入力コード範囲）を区分し、その次に、実時間で計算

することが容易な単純な方式で各区画を記述することによって、記述または近似

することが可能である。平滑性と公称値からの一般的に小さなずれとの故に、各

区画を線形関数で記述することが可能である（区分化した線形近似）。この場合

には、各区画を記述するために必要なのは、勾配とオフセットだけだろう。した

がって、各区画に関する逆変換関数（補正）も線形関数であるだろう。数値数学

の分野で公知である高次の多項式の補間関数またはスプライン関数が、こうした

区画を記述するためのさらに別の方法を提供する。

【００３１】

  個々のＬＣＤタイルが複数の連続材料シートで形成されているので、セルギャ

ップや他の物理的属性の偏差が、ピクセルピッチ（通常は約１ｍｍ以下の大きさ

）に比較して滑らかで連続した仕方で変化する。したがって、公称設計に比較し

た差異が人間の視覚には知覚できない変換関数を有するタイル上の小さなピクセ
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ル領域またはピクセルバンドをグループ化すると同様方法で、こうした偏差も、

「等高線マッピング（ｃｏｎｔｏｕｒ  ｍａｐｐｉｎｇ）」またはその類似の手

段を使用して記述することが可能である。この場合に、ピクセル領域内またはピ

クセルバンド内の全ピクセルに関する変換関数は、ピクセル領域全体またはピク

セルバンド全体を表す変換関数の１つのコピーに相当する。この場合には、対応

する逆変換関数は単純でも複雑であることもあり得る。しかし、ピクセルの数よ

りも著しく少ない数しか必要とされないので、こうした補正方式を、現実的な量

の電子的ハードウェアを使用して実現することが可能である。

【００３２】

  上述の理由から、公称設計の代表曲線または上述の理由からそれとは異なって

いるＡＭＬＣＤの場合の実効透過率－電圧（Ｔ－Ｖ）曲線は、互いに極めて類似

した連続関数を有することが公知である。したがって、少数の基準Ｔ－Ｖ曲線を

、例えば市販のＬＣＤドライバ集積回路チップのＴ－Ｖ曲線を定義するために行

われるように包括的なルックアップテーブルを使用することによって、詳細に記

述することが可能である。この少数の実効Ｔ－Ｖ曲線を、こうしたＴ－Ｖ曲線に

ラベルを付けて、その次にピクセルに対してラベルを照合するテーブルを作成す

ることによって、はるかに多くのピクセルを記述するために使用することも可能

である。各ピクセルの特性を測定し、その測定値を基準実効Ｔ－Ｖ曲線と比較し

、最も似かよったＴ－Ｖ曲線のラベルを選択する。

【００３３】

  図１０ａは、タイル１１の内側シール３４からタイルの内側に向かってのピク

セル横列内のＲＧＢサブピクセルの相対輝度値を示す。均一なグレースケール組

合せが原色サブピクセルに対する入力信号を定義する。内側シール３４は、この

図ではピクセル横列６０の左に位置している。相対輝度値は、通常の２8ビット

範囲すなわち０－２５５の範囲にすでに正規化されている。タイル１１の内側の

ＲＧＢ信号値７０／９９／６２はそれぞれに、この単純なグレースケールフィー

ルドに関する公称駆動信号値に対応する。図１０ａのピクセルには補正は行われ

ていない。補正を、２つの段階、すなわち、最初に色相を考慮し、次に輝度を考

慮する形で行う。
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【００３４】

  目視者が変色に気づかないようにタイル２４全体にわたって「青」対「緑」と

「赤」対「緑」の相対輝度の比率を維持することが望ましい（色相補正）。した

がって、何らかの補正操作を行うためには、セルギャップ３３またはその差を直

接的または間接的に測定しなければならない。色が補正された相対輝度値を図１

０ｂに示し、この図では３原色の間の相対輝度比率がほぼ最下位ビットの精度に

維持されている。カラーディスプレイにおける電子制御装置は、一般的に、３原

色の各色に関して８ビットすなわち２５６レベルの「グレー」を可能にしている

。この制御装置を使用して、シール３４の付近のサブピクセル６２において青色

の相対輝度値を低下させる。この補正を、フレームバッファ（図示していない）

に対して、ディスプレイ１０に与えられるフレームデータ上において行うべきで

ある。この補正が、タイルエッジに関連した色相の偏差をディスプレイ１０全体

にわたって除去する。

【００３５】

  しかし、相対輝度値の合計がディスプレイ１０内の内側エッジからタイル内側

に向かって変化するので、この補正は、均一なグレースケール駆動信号の場合に

ディスプレイを均一な輝度に復元しない可能性もある。図１０ｃは、いたるとこ

ろで均一な輝度レベルを得るようにサブピクセル６４を補正し終わった後の、図

１０ｂからのサブピクセル６４の全ての相対輝度値を示す。この補正は、入って

くる各フレームがディスプレイ１０のデータドライバ（通常は縦列ドライバ）に

送られる前に、この各フレームに補正ビットマップ画像（図示していない）を加

えることによって行はれる。この好ましい実施形態では、ピクセルデータ全てを

、本発明の開示内容にしたがって変更する。ディスプレイ１０からのスペクトル

出力がディスプレイのピクセルアレイ全体にわたって均一に所望の色相および輝

度のスペクトル出力であるように、サブピクセルデータを調整する。別の実施形

態では、本発明のデータ補正を選択的に適用することもできる。

【００３６】

  次に図１１を参照すると、この図には、２４ビットカラーの場合の一般的な補

正手順の実現方法をブロック図の形で示してある。他のカラー解像度の実現方法
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も同様であり、当業者には明らかである。入ってくるビデオデータ７０を最初に

入力フレームバッファメモリ７２に一時的に記憶する。ピクセル補正制御ユニッ

ト８４の制御によってビデオデータを入力フレームバッファ７２から読み出し、

補正データメモリ７４から補正データを読み出し、ピクセルデータ処理装置７６

に送り込む。補正データメモリ７４は不揮発性メモリであってもよく、または、

補助不揮発性メモリ内に記憶された値に初期化される揮発性メモリ、もしくは、

不揮発性メモリ内に記憶された値から計算される値で初期化される揮発性メモリ

であってもよい。このことが、ディスプレイの電源が切断された時に補正データ

が失われないことを確実なものにする。その次に、１つまたは複数の処理ユニッ

トを使用して電子ピクセルデータ処理を行うことによって、ピクセルビデオデー

タに対する適切な補正を行う。各サブピクセルにおける入力ビデオデータと補正

されたビデオデータの両方が単一のｎビット整数（一般的には８ビット）で構成

されているので、全てのピクセルデータ処理をｎビット精度で行うことだけで済

む。ピクセルデータを補正し終えると、このピクセルデータはディスプレイ１０

（図１ａ）に直接送られる。別の実施形態では、ピクセル補正制御ユニット８４

をピクセルデータ処理ユニット７６と併合してもよい。さらに別の実施形態では

、補正されたピクセルデータを、ディスプレイ１０に送る前に出力フレームバッ

ファメモリ７８に集めてもよい。

【００３７】

  サブピクセルデータ補正を様々な方法で行ってよい。一実施形態では、サブピ

クセルをその実効Ｔ－Ｖ曲線応答によってグループ分けし、その次に、前もって

記憶された各グループに固有の応答関数を各グループに割り当てる。例えば、グ

ループは、各タイル毎の内側領域サブピクセルのグループと、各タイルの内側エ

ッジおよび外側エッジの各々のエッジピクセルのグループとを含んでもよい。グ

ループの数が妥当である限りは、補正データメモリ内に記憶されなければならな

い応答関数のためのデータの量は許容可能である。別の実施形態では、ルックア

ップテーブルをサブピクセルのグループに割り当ててもよい。これらのテーブル

は、単純なインデックス付け方式を使用したピクセルデータ補正値を含む。この

場合も同様に、グループ数が妥当である限りは、補正データメモリ内に記憶され
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なければならないデータの量は許容可能である。

【００３８】

  セグメントを使用する最も単純な区分化した定数補間手順では、単一の定数が

適切なセグメント内のサブピクセルデータに加えられる必要があり、すなわち、

      ｒ′（ｍ，ｎ）＝ｒ（ｍ，ｎ）＋Δｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）

      ｇ′（ｍ，ｎ）＝ｇ（ｍ，ｎ）＋Δｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ）

      ｂ′（ｍ，ｎ）＝ｂ（ｍ，ｎ）＋Δｂ（ｍ，ｎ，ｉｂ）

であり、ここでセグメントインデックスｉｒ、ｉｇ、ｉｂが次式を満たすように

選択され、

      ｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）＜ｒ（ｍ，ｎ）＜ｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ＋１）

      ｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ）＜ｇ（ｍ，ｎ）＜ｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ＋１）

      ｂ（ｍ，ｎ，ｉｇ）＜ｂ（ｍ，ｎ）＜ｂ（ｍ，ｎ，ｉｇ＋１）

かつ、１≦ｉｒ，ｉｇ，ｉｂ≦ｓである。ｒ（ｍ，ｎ）、ｇ（ｍ，ｎ）、ｂ（ｍ

，ｎ）およびｒ′（ｍ，ｎ）、ｇ′（ｍ，ｎ）、ｂ′（ｍ，ｎ）は、それぞれに

補正されていないサブピクセル応答と補正されたサブピクセル応答とを表す。Δ

ｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）、Δｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ）およびΔｂ（ｍ，ｎ，ｉｂ）は各サ

ブピクセルおよびグレースケールセグメントにおける補正のための定数を表す。

セグメントインデックスは１≦ｉｒ，ｉｇ，ｉｂ≦ｓによって制限されており、

かつ、ピクセルインデックスは１≦ｍ，ｎ≦画面解像度によって制限されている

。上述の（ｍ，ｎ）はアレイインデックスｍ、ｎを有するピクセルを表し、ｉｒ

、ｉｇ、ｉｂはそれぞれに赤色サブピクセルと緑色サブピクセルと青色サブピク

セルのセグメントインデックスをそれぞれに表す。上述の式が、サブピクセルに

加えられる駆動信号または補正値の間の交さ項を全く含まないということに留意

する。こうした交さ項が必要である場合には、実現方法に複雑さと補正データメ

モリのメモリ容量の増加という犠牲を払って、こうした交さ項を加えることが可

能である。

【００３９】

  これらの式を、全てのピクセル（ｍ，ｎ）、ピクセル領域、ピクセルのセット

、または個々のピクセルに適用することが可能である。タイル状ディスプレイは
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一般には垂直方向の継ぎ目、水平方向の継ぎ目、または、垂直および水平方向の

継ぎ目を有するので、継ぎ目の直ぐ近くのピクセルは直交ピクセルインデックス

によって容易に識別され、すなわち、一方のインデックスが定数であり、他方の

インデックスが継ぎ目の長さに沿って変化する。ピクセル処理装置におけるこう

した式の実行には、単に８ビット加算器が必要であるにすぎない。必要とされる

加算器の速度と数はビデオデータ転送速度とピクセル数とに依存する。ピクセル

対ピクセルのデータ依存性がない場合には、制限なしに並列ピクセルデータ処理

を使用することが可能である。サブピクセル補正値を平滑化することによって、

あまり多くない量のデータ依存性になる。したがって、スループットを、ほぼ全

ての場合において、ビデオデータ転送速度に適合させることが可能である。全ピ

クセルを補正しなければならない場合には、補正データを記憶するための合計記

憶容量は、ディスプレイ全体に関してｍ＊ｎ＊３＊ｓの８ビット語である。例え

ば、（ｍ，ｎ）＝（８００ｘ６００）の解像度と８グレースケールセグメントと

を有するＳＶＧＡディスプレイの場合には、これは、１１．５Ｍの８ビット語す

なわち１１メガバイトとなる。継ぎ目の両側のｋ個の横列または縦列に対してだ

け補正が加えられるタイル状ディスプレイの場合には、記憶容量はこの値の何分

の一かに低減される。例えば、ｋ＝１０である２ｘ２タイルアレイの場合には、

２＊ｋ＊（ｎ＋ｍ）＊３＊ｓ＝６７２キロバイトを記憶するだけでよい。

【００４０】

  区分化した線形方式の場合にも、同様に、１つの減算と１つの乗算と２つの加

算を適切なセグメント内においてサブピクセルデータに対して行うことになる。

この場合には、式は次のように表される。

【００４１】

    【数１】
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【００４２】

ここで、

      ｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）＜ｒ（ｍ，ｎ）＜ｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ＋１）

      ｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ）＜ｇ（ｍ，ｎ）＜ｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ＋１）

      ｂ（ｍ，ｎ，ｉｇ）＜ｂ（ｍ，ｎ）＜ｂ（ｍ，ｎ，ｉｇ＋１）

であり、かつ、１≦ｉｒ，ｉｇ，ｉｂ≦ｓである。Δｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）、Δｇ

（ｍ，ｎ，ｉｇ）およびΔｂ（ｍ，ｎ，ｉｂ）は定数を表し、ｒｓ（ｍ，ｎ，ｉ

ｒ）、ｇｓ（ｍ，ｎ，ｉｇ）およびｂｓ（ｍ，ｎ，ｉｂ）は区分化した線形補正

値の勾配を表し、ｘｒ（ｍ，ｎ）、ｘｇ（ｍ，ｎ）、ｘｂ（ｍ，ｎ）は現在サブ

ピクセルに対する入力信号を表し、ｘｒ（ｍ，ｎ，ｉｒ）、ｘｇ（ｍ，ｎ，ｉｇ

）およびｘｂ（ｍ，ｎ，ｉｂ）は、現在グレースケールセグメントに関する入力

信号と各サブピクセルおよびグレースケールセグメントとを表す。ピクセル処理

装置におけるこれらの式の実行には、８ビット加算器と乗算器だけしか必要では

ない。必要に応じて、この場合も同様に並列処理を使用することが可能である。

必要とされる加算器と乗算器の速度と数は、ビデオデータ転送速度とピクセル数

とに依存する。補正データを記憶するための合計メモリ容量は、全ピクセルを補

正する場合には、ディスプレイ全体の場合にｍ＊ｎ＊３＊ｓの８ビット語である

。例えば、（ｍ，ｎ）＝（８００ｘ６００）の解像度と８つのセグメントとを有

するＳＶＧＡディスプレイの場合には、これは、２３Ｍの８ビット語すなわち２

３メガバイトとなる。継ぎ目の両側のｋ個の横列または縦列に対してだけ補正が

加えられるタイル状ディスプレイの場合には、メモリ容量はこの値の何分の一か

に低減される。例えば、ｋ＝１０である２ｘ２タイルアレイの場合には、２＊ｋ

＊（ｎ＋ｍ）＊３＊ｓ＊２＝１．３４メガバイトを記憶するだけでよい。

【００４３】

  上述のように、上記の式は、サブピクセルに適用される駆動信号すなわち補正

値の相互間の交さ項を全く含まない。こうした交さ項が必要である場合には、実

行方法の複雑さと補正データメモリのメモリ容量の増加という犠牲を払って、こ

うした交さ項を加えることが可能である。８ビット算術演算を行うことによって

、高次の区分化した補間手順を同様に行ってもよい。各々の新たなパラメータの
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ために、補正データメモリのメモリ容量を追加することが必要である。メモリ容

量の推定を、上述の式を拡張することによって簡単に行うことが可能である。

【００４４】

  使用する具体的な補正アルゴリズムとは無関係に、補正データを取得しなけれ

ばならない。この補正データの取得を、各セグメントにおける１つまたは複数の

レベルに対してグレースケール励起を受けた各サブピクセルの輝度を測定するこ

とによって行うことが可能である。実際の測定を、個々のピクセル上で輝度計を

使用して、または、アレイ全体またはピクセルアレイの大きな領域を並列に記録

する電荷結合素子（ＣＣＤ）カメラのようなカメラを使用して、ディスプレイの

ピクセルアレイ全体を走査することによって行うことが可能である。前者の場合

には、輝度検出器の受光角が、隣接するピクセルが測定対象ピクセルに対する記

録輝度に影響を与えないように、十分に小さくなければならない。後者の場合に

は、好ましくはディスプレイピクセルとカメラ画像とが容易に対応するように、

カメラをディスプレイピクセルアレイに対して慎重に位置合わせしなければなら

ない。１対１の一致が好ましいが、他の配置も同様に使用可能である。使用する

測定方法に係わらず、測定結果は、測定されたピクセルインデックス（ｍ，ｎ）

とセグメントインデックス（ｉｒ，ｉｇ，ｉｂ）とグレースケールインデックス

（ｕｒ，ｕｇ，ｕｂ）の各々に対する測定輝度値ｒｍ（ｍ，ｎ，ｉｒ，ｕｒ）、

ｇｍ（ｍ，ｎ，ｉｇ，ｕｇ）およびｂｍ（ｍ，ｎ，ｉｂ，ｕｂ）のセットである

。その次に、補正データを、補正対象の各ピクセル毎の測定データと公称データ

の間の差から計算することが可能である。例えば、区分化した定数補正手順の場

合には、各々のサブピクセルおよびグレースケールセグメントに対する補正デー

タは、次式によって与えられ、

【００４５】

    【数２】
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【００４６】

ここで、ｒｎ（ｍ，ｎ，ｉｒ，ｕｒ）、ｇｎ（ｍ，ｎ，ｉｇ，ｕｇ）およびｂｎ

（ｍ，ｎ，ｉｂ，ｕｂ）は、このサブピクセルおよびグレースケールセグメント

に対する公称輝度値を表す。区分化した線形方法とより高次の他の方法とを含む

他の補間方式にこの手順を拡張することは簡単であり、当業者に公知であるので

、本明細書ではさらに具体的には説明しない。

【００４７】

  場合によっては、測定した実効Ｔ－Ｖ曲線から補正データを求める代わりに、

エッジ効果の物理的特徴を直接測定し、その次にこの情報から補正データを計算

することが好ましいこともある。この一例として、公知の光学的手法を使用して

測定することが可能な継ぎ目付近のセルギャップの変化を考察する。この場合に

は、位置の関数としてのセルギャップデータをＴ－Ｖ曲線補正データに翻訳する

ことが可能である。

【００４８】

  残る問題は、上述の補正を実現するように、サブピクセルに与えられる入力デ

ータを変更する方法を見い出すことである。これは、問題のサブピクセルの実効

Ｔ－Ｖ曲線の逆関数によって簡単に得られる。所要の輝度補正とこれに対応する

入力データビットの間の関係を、通常は白色であるＬＣＤに関して図１２にグラ

フとして示す。入力データ補正値ΔＳが、所要の正規化された輝度補正値ΔＬに

よって容易に直接得られる。数学的に見て、実効Ｔ－Ｖ曲線Ｌ（Ｓ）の解析的表

現が利用可能である場合には、ΔＳを逆関数Ｌ-1からΔＳ＝Ｌ-1（Ｌ＋ΔＬ）－

Ｌ-1（Ｌ）によって直ちに得ることが可能である。実効Ｔ－Ｖ曲線の数値表現（

Ｓi，Ｌi）が既知である場合には、テーブル内におけるΔＬに対応する最も近い

メッシュ点ＳkによってΔＳを求める。負の補正と正の補正の両方をこの仕方で



(31) 特表２００３－５０９７２２

特定することが可能であるが、その結果得られた補正された正規化サブピクセル

輝度は間隔（０，１）内に含まれていなければならない。実効Ｔ－Ｖ曲線の最も

敏感な急勾配領域内で適用されることが可能な最小の補正値（勾配の最大の大き

さ）が、この補正手順の解像度を決定する。線形のＴ－Ｖ曲線とビットの均一な

割り当ての場合には、最小の補正値が最下位ビットすなわち１：２nによって与

えられる。非線形のＴ－Ｖ曲線の場合には、最小の補正値はビット数と実効Ｔ－

Ｖ曲線の平坦な領域の長さとに依存し、一般的に１：２nとは相違している。補

正手順の解像度を、データドライバ内でより高い解像度のディジタル－アナログ

変換器（ＤＡＣ）を使うことによって、または、不均等な仕方で実効Ｔ－Ｖ曲線

の急勾配領域に対してより多くのビットを割り当てることによって向上させるこ

とが可能である。さらに、補正手順の解像度を、時間領域ディザリングを使用す

ることによって、すなわち、連続フレーム中に与えられる個々の補正信号を平均

化して、時間領域平均における所望の補正値を生じさせることによって、向上さ

せることも可能である。この手法は、必要とされる高電圧ドライバＩＣを所望の

位置に形成することが困難であるフラットパネルプラズマディスプレイのカラー

解像度を向上させるために使用されることが多い。

【００４９】

  上述の補正手順は、ピクセル毎に大きく変化する補正値をもたらすことがある

。さらに、こうした補正値は、測定ノイズによっても影響されることがある。人

間の肉眼の検出閾値の範囲内の完全なグレースケールの均一性が各サブピクセル

毎に得られなければ、視覚上の障害となる人工パターンが生じる可能性がある。

信号処理技術を使用して高い空間周波数成分を取り除けば、こうしたパターンを

取り除くことが可能である。この場合には、適切な２次元ビデオ信号フィルタリ

ングアルゴリズムを使用して、測定されたピクセルまたはサブピクセル輝度デー

タまたは補正されたデータをフィルタリングすることが有利である。ディジタル

信号処理分野で公知である所望のアルゴリズムの例は、ウィンドウ処理、アナロ

グフィルタリング、ディジタルフィルタリング、ローパスフィルタリング、帯域

通過フィルタリング、高速フーリエ変換、および、ウェーブレット変換を含む。

他のフィルタリングまたは平滑化方法も同様に使用可能である。
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【００５０】

  場合によっては、継ぎ目付近の絶対的または相対的な輝度および色相レベルの

両方を均一に整合させようとすることが望ましくなく、むしろ、人間の視覚系の

知覚的閾値レベルよりも低い値に急激な変化と急峻な勾配とを抑制するための平

滑化方法またはブレンディング（ｂｌｅｎｄｉｎｇ）方法を使用することが望ま

しいことがあり得る。これを図１３に示してある。継ぎ目を挟んたグレースケー

ルフィールドの輝度の線状走査を、４つの場合に関して描いてある。すなわち、

（ａ）補正されていない表示１１０と、（ｂ）タイルの内側における相対輝度レ

ベルに整合させるように補正された表示１１２と、（ｃ）輝度勾配の識別閾値が

視覚検出閾値よりも低い状態のままであるように継ぎ目を挟んで平滑化された補

正された表示１１４と、（ｄ）継ぎ目を挟んで絶対レベルを整合させるように補

正された表示１１６との場合。これらの曲線は、その差異を明瞭に示すために、

互いにずらしてある。平滑化を、２つの基本的に異なった方法で行うことが可能

である。すなわち、（ａ）静的な意味で、平滑化手順がディスプレイの使用時間

全体にわたって同一のままである場合、または、（ｂ）動的な意味で、平滑化を

各ビデオ画像を表示する時点において行う場合。

【００５１】

  静的な平滑化を、数値演算および／または信号処理の専門家には公知の数理的

な平滑化を使用して、測定されたピクセルデータまたは補正データに対して行う

ことである。したがって、静的な平滑化は、単純に、補正データメモリ内に記憶

されるサブピクセル補正データを求めるアルゴリズムにおけるステップの１つと

なる。静的な平滑化は実時間データ従属性を全く導入せず、したがって、ピクセ

ルデータ処理は必要に応じて並行して実行されることが可能である。静的な平滑

化は、ビデオデータ補正手順の電子的な実行方法を変化させない。静的な平滑化

は、図１１に示すタイプのアーキテクチャに完全に適合可能である。

【００５２】

  一方、実時間ディスプレイ動作中の動的平滑化は実時間データ従属性を導入す

る。この従属性の範囲は、採用される特定の動的平滑化アルゴリズムに基づいて

決定される。光学的な不規則性、電気光学的な不規則性、周囲光における不規則
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性、電子的な不規則性、機械的な不規則性、または、材料上の不規則性によって

生じさせられる不均一性の動的な平滑化を、出力フレームバッファメモリ７８内

の補正されたビデオデータを操作することによって行ってもよい。動的な平滑化

は、実際のビデオデータにおける鮮明な細部を識別するためにエッジパターン検

出を必要とする。しかし、エッジが固定パターンと特徴のある特性（ｃｈａｒａ

ｃｔｅｒｉｓｔｉｃ  ｓｉｇｎａｔｕｒｅ）を有して静的であるので、エッジを

実際のビデオデータのパターンから容易に識別することが可能である。動的平滑

化の様々な電子的実行は、特注設計されたハードウェアと汎用ディジタル信号処

理（ＤＳＰ）チップとを使用することによって可能である。移動平均法のような

平滑化アルゴリズムは、ピクセルデータの相互作用が局所的であるので、本来的

に並列アルゴリズムである。静的平滑化に比較して動的平滑化の実行は著しく複

雑であるが、ディスプレイの温度上昇またはエージング格差から生じる不規則性

のような経時的に変化するエッジに関連した不規則性の補正を可能にする。

【００５３】

  最後に、タイルエッジにおける光学的な不規則性、電気光学的な不規則性、周

囲光における不規則性、電子的な不規則性、機械的な不規則性、または、材料上

の不規則性に対して所与のタイル状ディスプレイを補正するための手順全体を考

察する。この手順では区分化した線形補間法を選択した。ディスプレイは、それ

ぞれに１つのオブジェクトとして扱われるタイルの内側領域と、補正手順でそれ

ぞれに１つのオブジェクトとして扱われる、継ぎ目の直ぐ近くの予め決められた

領域内の個々のピクセルとに分割されていると仮定する。この例は、本発明の開

示内容が互いにどのように関係しているかということと、上述の全ての使用可能

なアルゴリズムと方法を研究し尽くすことなしに、どのように本発明の開示内容

を使用するかということを例示するために選択されている。この手順全体を２つ

の副次手順に分けて説明する。第１の副次手順はタイルの内側領域に関する補正

値を求め、第２の副次手順は継ぎ目領域内の個々のピクセルの関する補正値を求

める。両方の副次手順は論理的に結合されているステップである。

副次手順１：内側領域に対する補正

  ステップ１  新たな原色を選択する。
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【００５４】

  ステップ２  現在の原色に対する新たなグレースケールセグメントを選択する

。

  ステップ３  現在原色グレースケール画像を表示する。

  ステップ４  ピクセルアレイ全体にわたっての原色グレースケール画像マップ

を測定し、記憶する。

【００５５】

  ステップ５  必要に応じて画像マップから空間高周波数成分をフィルタリング

する。

  ステップ６  同一の絶対的または相対的輝度レベルに全タイルの内側領域を整

合させる、現在のグレースケールセグメントと原色とに対するタイル個有の補正

データ定数を求める。

【００５６】

  ステップ７  ステップ２に戻る。全グレースケールセグメントの処理が完了す

れば、ステップ８に進む。

  ステップ８  現在の原色に対するグレースケールセグメントにおけるタイル個

有の補正データ勾配を求める。必要に応じて新たな画像マップを表示し測定する

。

【００５７】

  ステップ９  ステップ１に戻る。原色全ての処理が完了すると、ステップ１０

に進む。

  ステップ１０  補正データメモリとピクセルデータ処理とに適した形式で、タ

イル内側固有のグレースケールセグメントと原色固有の補正データ定数と勾配と

の全てを記憶する。

副次手順２：エッジピクセルに対する補正

  ステップ１  新たな原色を選択する。

【００５８】

  ステップ２  原色に対する新たなグレースケールセグメントを選択する。

  ステップ３  定数補正のために原色グレースケール画像を表示する。
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  ステップ４  ピクセルアレイ全体にわたって原色グレースケール画像を測定し

、タイルの内側領域に適用された副次手順１からの補正データと共に記憶する。

  ステップ５  必要に応じて画像マップから空間高周波数成分をフィルタリング

する。

【００５９】

  ステップ６  継ぎ目領域内の新たなサブピクセルを選択する。

  ステップ７  現在のサブピクセルとグレースケールセグメントと原色に対して

サブピクセル固有の補正データ定数を求める。

  ステップ８  ステップ６に戻る。全サブピクセルの処理が完了すると、ステッ

プ９に進む。

【００６０】

  ステップ９  勾配補正のために原色グレースケール画像を表示する。

  ステップ１０  ピクセルアレイ全体にわたって原色グレースケール画像を測定

し、タイルの全内側領域に適用された副次手順１からの補正データと継ぎ目領域

内の全サブピクセルに適用されたグレースケール補正定数と共に記憶する。

  ステップ１１  必要に応じて画像マップから空間高周波数成分をフィルタリン

グする。

【００６１】

  ステップ１２  継ぎ目領域内の新たなサブピクセルを選択する。

  ステップ１３  現在のサブピクセルとグレースケールセグメントと原色に対し

てサブピクセル固有の補正データ勾配を求める。

  ステップ１４  ステップ１２に戻る。全サブピクセルの処理が完了すると、ス

テップ１５に進む。

【００６２】

  ステップ１５  現在のサブピクセルとグレースケールセグメントと原色に対す

るサブピクセル補正データ（定数、勾配）に平滑化アルゴリズムを適用する。

  ステップ１６  ステップ２に戻る。全グレースケールセグメントの処理が完了

すると、ステップ１７に進む。

  ステップ１７  ステップ１に戻る。全原色に対する処理が完了すると、ステッ
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プ１８に進む。

【００６３】

  ステップ１８  補正データメモリとピクセルデータ処理とに適した形式で、継

ぎ目領域のサブピクセルとグレースケールセグメントと原色との固有の補正デー

タと定数と勾配との全てを記憶する。

  上述の手順では、特定の重み付けされた応答曲線が実効Ｔ－Ｖ曲線を記述する

と仮定されている。例えば精神生理学的理由または表示画像の色度内容のために

目視者がこの選択された重み付け応答曲線を別の重み付け応答曲線に切り換える

時には、上述の手順全体を簡単に繰り返すことが可能である。しかし、このこと

はごく僅かであるが追加の作業を含む。この代わりに、１つの重み付けされた応

答曲線に関する補正データを数値演算によって他の応答曲線用に直接変換するこ

とが可能である。タイル状ディスプレイに関連したエッジ効果の影響が既に完全

に特徴となっており、したがってその他の補正データセットを一意的に決定する

から、この直接の変換が可能なのである。

【００６４】

  特定の表示のために、または、他の液晶設計とサブピクセルフィルタに適合す

るように、追加の設計を行うことも可能である。さらに別の追加の設計が、本発

明で開示する原理を使用して当業者によって開発されることが可能である。

  本発明の補正アルゴリズムをタイル状液晶ディスプレイに関連付けて説明して

きたが、場合によっては、こうしたアルゴリズムを、継ぎ目のないモノリシック

ＬＣＤまたは継ぎ目を明確に示すように組み立てられたタイル状ＬＣディスプレ

イのような他のディスプレイにおける同様の不規則性を補正するために使用する

ことが可能である。後者はビデオウォール（ｖｉｄｅｏ  ｗａｌｌ）を含む。本

発明の開示内容をこうした他のディスプレイに適用することが、当業者によって

容易に発展されることが可能である。

【００６５】

  特定の動作要件および環境に適合するように変更された他の変型と改変とが当

業者には明らかなはずなので、本発明は、この開示のために選択された実施形態

には限定されないものと見なされなければならず、本発明の真の着想と範囲から
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逸脱しない全ての変更と改変を範囲に含む。

  本発明を上記のように説明したが、特許証による保護が求められるものが後述

の添付の特許請求項に示されている。

【図面の簡単な説明】

    【図１ａ】

  従来技術の方法によって構成されたタイル状フラットパネルディスプレイの平

面図である。

    【図１ｂ】

  図１ａのタイル状フラットパネルディスプレイにおけるタイルの１つの略図で

ある（狭幅のシールが内側で、広幅のシールが外側である）。

    【図２】

  シール内のスペーサと画像表示区域内のスペーサとを有するＬＣＤタイルの断

面図である。

    【図３】

  タイル状フラットパネルディスプレイにおける典型的なセルギャップのトポグ

ラフ図である。

    【図４】

  タイルエッジからタイル内側に向かっての、ＬＣタイルに関する計算上のセル

ギャップの差を示す図である。

    【図５】

  タイルエッジからタイル中央部に向かっての、ＬＣタイルのエッジ付近の最悪

の場合の測定された正規化ピクセル輝度を示す図である。

    【図６】

  タイルにおけるＬＣセルギャップ厚さの差を原因とする、３原色（Ｒ、Ｇ、Ｂ

サブピクセル）の相対的な光透過率を示す図である。

    【図７】

  緑色光と青色光と赤色光の場合の、セルギャップと波長との比率の関数として

の、ＬＣＤタイルの正規化された輝度を示す図である。

    【図８】
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  ２8ビット範囲（０－２５５領域）内で特定した入力信号の関数として、２つ

のサブピクセルの正規化された有効Ｔ－Ｖ曲線（０－１領域）の間の典型的な差

異を示す図である。

    【図９】

  線形２8ビット入力および出力信号に対して特定した正規値からの赤色サブピ

クセルと緑色サブピクセルと青色サブピクセルの相対輝度の偏差を示す図である

。

    【図１０ａ】

  典型的なＬＣタイルのエッジ付近のＲＧＢサブピクセルの相対輝度を示す図で

ある。

    【図１０ｂ】

  部分的に補正された後の、典型的なＬＣタイルのエッジ付近のＲＧＢサブピク

セルの相対輝度を示す図である。

    【図１０ｃ】

  完全に補正された後の、典型的なＬＣタイルのエッジ付近のＲＧＢサブピクセ

ルの相対輝度を示す図である。

    【図１１】

  継ぎ目におけるセルギャップを含む、光学的な不規則性と電気光学的な不規則

性と周囲光における不規則性と電子的な不規則性と機械的な不規則性と材料上の

不規則性とに対して整合をする、絶対的または相対的ピクセルデータを使用して

入力ピクセルデータを補正するための処理系のブロック図である。

    【図１２】

  正規化された出力輝度ΔＬに対する所望の補正を生じさせる、サブピクセルの

入力信号Δｓに対する補正のグラフによる決定を示す図である。

    【図１３】

  補正前、相対輝度レベルを合致するための補正後、および、輝度レベルを平滑

化するための補正後の、タイル状液晶ディスプレイの継ぎ目を夾んでの輝度の線

上走査を示す図である。
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